
大草谷津田生き物の里 自然観察会

初夏に出会えるトンボやチョウチョ

奥村 和男（習志野市）

日 時：2026 年 5 月 17 日（日）10：30～12：00 天候：快晴

参 加 者：26 名（大人 15 名、子ども 11 名）、指導員 5 名

担当指導員：萩、西野、奥村、参加指導員：岡田、相吉

参加者は 26 名。萩さんと私の 2 班に分けて観察会を行いました。

参加者に何を見たいかを聞いてみると、「カブトムシやクワガタを見たい。」や「アオダイ

ショウを見たい。」など、なかなかハードルの高い要望が。あれ？トンボやチョウは？？と思

いながら、観察会を開始しました。

田んぼに降りる途中の道でイノシシがカブトムシの幼虫を食べた痕があったので、しばし

観察。田んぼに降りるまでは、コミスジチョウやスズメガの幼虫を観察。スズメガの幼虫は

西野さんより眼状紋や尾角の特徴を解説していただき、観察者の方にも触れてもらいました。

初めは怖がっていた子どもも、1 人が触ると次々に触っていました。大人の方に触ってもら

い、怖くないことを知ってもらいました。ハルジオンに来ているクロカナブンも観察しまし

た。

途中ナガサキアゲハを発見して参加者の方と捕獲を心みるも捕まえられませんでしたが、

田んぼに降りてから捕獲に成功。みんなで追いかけて捕まえたので、参加者は大興奮。堂々

とした大きさに感動していました。ナガサキアゲハの特徴と雄雌の違いも解説しました。

田んぼに降りてからはトンボを探します。植物に関しては春の訪れが早かったものの、昆

虫の出現は少し遅いのか、トンボ姿はあまり見られません。しかし、参加者の皆さんは熱心

にトンボを追いかけています。数が少ないからこその採集する楽しさがあったように思いま

す。

最後は水生昆虫の解説です。事前に捕まえたヤゴと参加者が捕まえてくれたタイコウチを

使って、イトトンボとヤンマ・トンボのヤゴの違い、タイコウチの呼吸器官の話しなどをし

ました。タイコウチの説明の時に「甲虫」と言ってしまったことは、ここだけの秘密です…。

そして、萩さんよりヒバカリの解説もありました。

大人の方も実際に生き物に触れて親しみがわいていたようです。また、子ども達は元気に

生き物探しを楽しんでいました。

観察風景        トンボ採ったぞ      ヘビかわいいかも！？


